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づき Ho三Hs+HB及びg→ 1，ε→ 0に対して
Hε(t)ニ Ho十geε!t!H註山 (1) 




ι = 位 pベ{β [HO同巧珂郁(伶件O
であるo1=Lし sIま熱i杏の逆j量度で、 Ho(O)ヲムNε(0)はそ
れぞれ





















ρ炉 U ぅ山)十ltdTU←(t， T)~<--(T， 0凡 (8) 
である。 担し
C←(t，O)=T.←[ε-iJ;dsCt(s)]. 











である。ここで民的は (11)式の 1行呂と 2行自の比較で
書られ、ご→{アラt)辻






















(AH( -t)) = trs{AT→ef~ dsA(s)U→(0， t)ρs(O)}・
ニ trs{AT→εI~ dSA(8)ρs(冗(t)}ヲ (17)
という謂保式が成り立つ。但し ps(冗(t)三位Be-s1i(t)及
び冗(時三冗+I~ds古(s) である c ここで A=l とおくと
(17)式は
(11) 
trs{T→ eI~dsA{s)pS(1t(t))} = 1 (18) 
となる。これが非平禽定常状襲の周りのゆらぎの定理的一
般形である。カノニカルな初期密度行列に対しては
(T→ε J~ ds[!(s)eq = 1， (19) 
(13) と書くことが出来る。 恒し
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